
 平成24年度、国立公文書館では、国立公文書館デジタルアーカイブ等の基本構想に係る調査・検討を行い、以下のとおり、取りまとめました。 
今後、同検討結果を踏まえつつ、次期システム構築を目指して、最適化計画等の策定を行うこととしています。 

 国立公文書館デジタルアーカイブ等に係る基本構想 

※なお、本調査検討（外部委託）に当たっては、外部の専門家の助言を得て実施しました。 
 外部の専門家（五十音順）： 新麗主幹研究員（IIJイノベーションインスティート）、杉本重雄教授（筑波大学）、原田隆史准教授（同志社大学）、 
                   古瀬蔵教授（人間文化研究機構国文学研究資料館）、白井宏兒（国立公文書館ＣＩＯ補佐官） 
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